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今
熊
野
児
童
館 

目
標 

〇安心して過ごせる場を提供し、仲間と遊ぶ楽
しさを感じる機会を作り、異年齢の子ども同
士と関わることで互いに思いやりを持って過
ごせるように支援します。 

〇子育て家庭が集える場を作り、相談などが気
軽にできる雰囲気づくりに努めます。 

〇地域の実態を把握し、地域の方が自発的に参
加したくなるような取組を企画し、子どもたち
とふれあう機会を作ります。 

〇日常生活の中で子どもの自立を積極的に促進し、さ
まざまな生活場面に応じた判断力、行動力を育める
よう支援します。 

〇あそびや活動を通して、子どもが達成感や学童クラ
ブへの所属感を得られるよう支援します。 

〇保護者の就労等の生活を継続的に支える安心安全
な支援を推進します。 

成
果 

〇小学生を対象としたクラブ活動や行事を通し
て、子ども同士が思いやりを持ってお互いに
関わりあう機会を作り、こども自身が最後ま
でやりきることで達成感を感じられるように
支援することができました。 

〇子育て家庭においては、気軽に相談しやすい
雰囲気づくりに努め、孤立感や不安を感じて
いる家庭への支援につなげました。また、子育
て家庭に東山区での子育て支援の取組を紹介
することでさまざまな機関と子育て家庭をつ
なげることができました。 

〇児童館まつりなどの行事を通して、地域の
方々にもたくさんの参加を促すことができ、地
域の中で児童館という存在を高めることがで
きました。次年度も地域の方が気軽に訪れるこ
とができる場所となるように努めていきます。 

〇コロナ禍の頃には難しかった班活動を通して、年下
の子に対する思いやりの気持ちや、リーダーシップ
を発揮する場面等、各々が学童の班やチームの一員
であるという自覚を持つことにつながりました。ま
た、異年齢で関わる場面が多くなることで社交性や
協調性を育むことにつながりました。 

〇年間を通して、ICTの利用についての保護者への周
知や、実際に活用した登録申請を行い、昨年度より
も円滑に ICTの活用を進めることができた。今後も
ICTを活用することで保護者への情報共有を進め、
保護者の方が安心して子どもを預けられる環境づ
くりを進めていきます。 

  




